
Electrocardiogram Analysis

機能と特徴ECG Analysis モジュール

PQRST 成分をマーカで示したウサギの ECG 波形。平均化された ECG 波形は黒色で表示され、
その平均化に用いられた個々のサイクルは緑色で表示されます。

ECG Analysis モジュールは、測定中及び測定後に、PQRST 群のオンセットや振幅、インターバ

ルを自動的に検出、表示します。生データは、いかなる演算によっても変更されませんので、

いつでも ECG の再解析を行うことができます。ヒトをはじめ、豚、犬、ウサギ、モルモット、ラッ

ト、マウスの ECG 解析がデフォルトのパラメータとして指定できますが、それ以外の動物にも

対応しています。

Beat Classifier によって、簡単に ECG 波形を分類することができます。ノイズを含む波形や異

常な QRS 群、RR インターバルの ECG サイクルを同定し、これらを解析からはずすことができ

ます。

Averaging View 上では、個々の ECG ビートが表示

さ れ、P Start や P Peak、QRS Start、QRS End、T 

Peak、T End がマーカで示されます。また、Table 

View 上は、時間や振幅、インターバルなどが記録

されます。これらの数値は、LabChart の他のチャ

ンネル上で、連続データとしてリアルタイムに表

示することができます。

更に、解析結果をプロットグラフとして表示する

ことができます。QT vs RR、QT vs Time、RR vs 

Time プロットによって、心機能の変化を可視的に

確認することができます。

■ ヒトをはじめ大動物か
　 ら 小 動 物 ま で の ECG 
　解析に最適

■ マウスやラットの ECG
　解析に的確なアルゴリ
　ズム

■ 測定中に、リアルタイ
　ムで ECG を解析

■ Beat Classifier に よ っ
　 て、 ノ イ ズ や 異 常 な 
　ビートを検出・分類

■ PQRST 群のスタートや
　エンド、振幅、インター
　バル、タイムを表やグ
　ラフで表示

■ 任 意 の 数 で ECG 波 形
　を平均化

下 図：LabChart で 記 録
し た ECG（ 上 の チ ャ ン
ネ ル ） と リ ア ル タ イ ム
で算出した QT インター
バル（下のチャンネル）。
ドフェチリド添加による
QT 延長を示しています。
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データ収録

PowerLab データ収録システムは、A/D ハードウェアユニッ

トと LabChart ソフトウェアとで構成され、PowerLab システ

ムは、心血管及び生体電位の測定に最適です。1 チャンネル

あたり最大 200kHz（全チャンネルで最高 400kHz）のサンプ

リングレートを持ち、測定中及び測定後の演算、高分解能の

ディスプレイ、簡単なデータ抽出、専用のバイオアンプなど

数々の優れた機能を提供します。

Settings

ECG Analysi モジュールは、測定中でも測定後でも作動します

ので、解析設定はデータを記録する前でも後でも行うことが

できます。Settings ダイアログでは、適正なビート検出のア

ルゴリズムの選択や、平均化に用いる数を設定することがで

きます。ヒトをはじめ、大小動物用（マウス、ラットを含む）

のデフォルト設定があり、特定の動物種がリストにない場合

は、Detection 欄や Analysis 欄で適正な数値を入力して設定し

ます。ST 波が欠落しているげっ歯類に対しては、それを考慮

した専用のアルゴリズムを用いて解析します。

平均化機能においては、平均化に用いる ECG ビート数を設定

することができます。平均化によって、ノイズが除去されま

すので、より正確な ECG 波形を表示することができます。

PowerLab データ収録システムと Telemetry Research の装置。

Settings ダイアログ

Chart View 上では、検出されたビートがマーカで示されます。
測定中においても、スプリットバー（画面中央）を用いて、デー
タの２つの部分を同時に表示することができます。右側のデー
タは、心室性期外収縮を示しています。

Beat Classifier View では、ノイズや形状に
基づいて、ビートを分類します。

Beat Classification

ECG 記録には、動作や電気的な干渉によるノイズ帯域が含

まれる場合があります。ECG ビートを検出しますと、Beat 

Classifier View の左側の欄に、Activity と等電ノイズに応じて、

各ビートが表示されます。Activity 値が大きいと高周波のノイ

ズが含まれていることを示し、等電ノイズの値は T 波への混

成やベースラインのゆらぎに応じて大きくなります。右側の

欄では、QRS 群の形状と RR インターバルの変動に応じて表

示されます。例えば、心室性期外収縮のようなビートは、正

常な波ビートよりも小さな形状ファクターを持っています。
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Table View では、各平均化されたビートを一列で表示しま

す。Averaging View で修正されたマーカは、Table View 上

では、それに相当する列内に赤色で表示されます。各列は、

Averaing View のビートとリンクしており、ある列を選択しま

すと、それに対応する平均化波形や LabChart チャンネル上の

生データが自動的に表示されます。

算出される主なパラメータ：
■ RR Interval
■ P Amplitude
■ PR Interval
■ R Amplitude
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Averaging View

ノイズや動作によるアーチファクトの影響を軽減することに

加え、実験的な介入前後での ECG 波形への影響を比べる際に

も平均化は有用です。Averaging View では、自動的に PQRST

が示された個々の平均化された波形が表示されます。また、

その PQRST マーカは、手動で調整することもできます。マウ

スやラットの ECG 解析においては、げっ歯類特有の ECG を考

慮したアルゴリズムを用いて解析します。右図に示したマウ

スのデータの Averaging View のように、T 波が QRS 群の直後

に現れます。

Table View

■ QRS Interval
■ T Amplitude
■ QT Interval

解析プロット

ECG 解析の結果は、プロットグラフで表示されます。QT vs Time や QT vs RR プロットは、QT インターバルへの薬物の影

響を図解するのに理想的で、RR vs Time プロットは、心拍数の変動を示します。プロットグラフは自動的に作成され、ECG 

Analysis メニューから簡単に選択することができます。また、LabChart チャンネル上に数値を表示させることで、インター

バルの幅や振幅をの更なる比較を行うことができます。

Averaging View。
ウサギの ECG 波形
に お け る QT 延 長

（上図）。
マウスの ST セグメントが欠落した典型的なげっ歯類の波形

（右図）。

Table View では、PQRST の値が自動的に記録され、表示され
ます。内容は、ボタンをクリックすることでテキスト形式や、
グラフィック、統計プログラムに出力することができます。

　　　　　　　QT vs Time　　　　　　　　　　　　　　　　QT vs RR　　　　　　　　　　　　　　　RR vs Time
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GLP
21CFR Part11
Compliance

GLP ソフトウェア

GLP 及び FDA 21 CFR Part 11 に準拠した環境で LabChart を

使うために、GLP クライアントと GLP サーバとで監査証跡や

電子署名のシステムを構築し、集中的なデータ管理やユーザ

承認管理を行います。PowerLab システムに GLP クライアン

トと GLP サーバを組み込むことで以下のことが可能になりま

す。

■ 改竄を防ぐためにデータファイルに署名で保証

■ 編集が不可能な監査証跡でファイル操作を記録

■ 元データを保存

■ 日時の記録

■ ファイルの有効性をビジュアルで確認

■ 集中管理と電子署名認証システムを構築

HRV（心拍数変動） モジュール

HRV モジュールでは、ヒトで記録された ECG におけるビート

間の変動を解析することができます。専門の解析機能を用い

て、心血管機能に及ぼす運動やストレスの影響を評価するこ

とができます。Poincaré Plots、Period Histogram、Delta NN 

Histogram、Tachogram、周波数解析などの機能が提供され、

また、結果を Report として出力することができます。

ECG シグナルをフィルタオプションで処理し、閾値検出を

用 い て R 波 を 検 出 し ま す。 ビ ー ト は、Normal、Ectopic、

Artifact に分類され、解析から除外するかを選択することがで

きます。

関連ソフトウェアモジュール

GLP モードでの LabChart ウィンドウでは、Audit Log（右側
の欄）でユーザ、GLP ステータス、システム構成及び記録デー
タ情報を記録します。

上図：Report
右図：Poincaré Plots
下図：Tachogram


